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心ぎ 。 ~2 3~5 6~8 9~1l 17 18~20 L~28 (人)
M30~M39 8 4 5 7 2 ち 3 3 38 
M40~T 5 13 も 5 5 2 1 37 
寸告 ~T14 8 11 3 1 1 25 
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孟ト竺 50~54 55~59 60~64 65~69 I 70~74 75~79 80~84 (人)
M30~M39 3 8 8 8 7 4 38 
M40~T 5 1 8 8 11 9 37 
T6~T14 2 3 14 も 25 
計(人) 2 4 25 22 19 7 4 100 
し 」一一ー一一






14 b 2 7 8 4 38 M30~M39 ( 5) ( 1) ( 4) ( 4) ( 14) 
M40~T 5 9 s 3 4 2 5 
( 5) ( 2) ( 2) ( 2) (2) (13) 
T6~T14 8 7 2 1 1 3 3 25 
( 4) ( 5) ( 2) ( 2) ( 2) ( 15) 
計(人) 31 18 7 12 3 18 11 100 
(14) ( 4) ( 8) ( 8) ( 42) 
8 赤星礼子























































家屋の老 続族(嫁・ 入退院を[病弱・老 独)舌不 就労不
本希人望1ラa熊笹 他)との 機会に 褒 e心身 安 e自立 百If.:)た 凶窮 その他 言ト(人)
才一i尽き トラブソレ の隊号事 生活不百I 業
一M30~M39 b 8 5 3 11 2 4 38 
M40~T 5 10 11 ら 2 3 2 1 2 37 
T 6~'τ14 l 3 7 4 3 l 8 25 

























































くケース 2 T 
精神薄弱のため米就学のまま農業・家事手伝いを
していた。日常生活における基本的な家事作業は身






























































































































































































































































するとヲケ スS すでに自 ちのライ




















































































































































〉。ま 〉コー Jt;ー トほ
くなっている。ホーム
ヨコーホートほ
若いコーホ
らホーム
くなっている。そしてラ
ト
」
くなっている。
さらにヲ
し子がいる
と との継続向
とはみられない。
の間濡が少なく入院が多い。
そこでラ入所者のホーム
すると，
る配稿者と共に怪い水準の家計を支えていた
入所者にとって，配偶者との離死別もまた平
かった。この時今入所者はすでに中高年期に
しており，強力で自らの老後への備えをす
ることは間難であったと思われる。子がいる
場合に，老親子i司居が可能な住居，家計維持
などの経済的条件を整えることは，さら
可能な状況であったろう。
わが国女性の結婚後の生き方が，夫の職業
に強く影響されることは，再々確認されてい
ることである。つまり，ホーム入所者はヲそ
の配偶者が安定した就業を確保できなかった
ためにラ子どもの養脊@教育，住居，老後の
備えが充分ではなかったということになる。
しかし，なぜ入所者がこうした配偶者と結婚
したのか，さらに，老後生活に対してどのよ
ーム入所女性のライフコース分析
う種々の疑問が生じるが，これらについては
じて明らかにしたい。
ホーム入所者をコーホート別にみるとヲ年 規.
コーホートと若いコーホートでは，その
ライブコースが変化していることが明らかで
ある。これから高齢期に向かう女性のもつ個
き
などの諸状況の
づ ったのか，なかったのか， とい
変化から，現在の高齢女性のもっそれよりも
している。したがって，今後養護老人ホ
ムに入所する女性のライブコースもラ現在の
入所者のそれとはかなり異なるものと考えら
れる。
にラネ;稿の調査対象者は，
ム入所者の極一部分であるということ
ホー
したい。また， を「今後の九州にお
ける あり方J に生か
すには，現在の入所女性が生きた時代背景，
養子縁組の地域慣行(存否)など
の掘り下げが必要である。今後の課題とする。
付記本稿は，平:由。花崎@河野@
計画実施した調査研究の品部を赤星がまとめ
たものである。
、 ? ?
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